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ゴマおよびゴマ油の生体内過酸化脂質生成に及ぼす効果

椙山女大家政　○野原優子　山下かなへ
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　目的　ゴマにはトコフェロールが多いと云われているが、そのほとんどはr－トコフェロールである。r－トコ

フェロールの生体内ビタミンＥ効果はa－トコフェロールの約1/10とされている。またゴマにはトコフェDール

以外にも数種の抗酸化物質が知られており、r-トコフェロール及び抗酸化物質の量はゴマの種類及びゴマ油の

種類で異なる。今回、ゴマ及びゴマ油の生体内抗酸化性をビタミンＥ欠飼料に白ゴマと黒ゴマ及び３種のゴマ油

を添加し、肝臓過酸化脂質と血漿’トコフェロール量から比較した。

　方法　実験動物として、４週令♂Wistar系ラットを用い試験飼料で７－８週間飼育した。試験飼料としては、

実験１では正常食（十Ｅ）群、－Ｅ群、－Ｅ＋20％白ゴマ群、－Ｅ＋20％黒ゴマ群の４種を、実験２では－Ｅ群、

－E十ゴマサラダ油群、－Ｅ十未脱臭油群、-E十純正ゴマ油群の４種を用いた。いずれの飼料もたんぱく質は

25％、脂肪は約10％含有している。飼育後、肝臓過酸化脂質をTBA法で、血漿及び肝臓中のトコフェロール量をH

PLCで測定した。

　結果　肝臓過酸化脂質はＥ欠群で著しく上昇し、ゴマ群は十Ｅ群と同程度の低値となった。この効果は白ゴマ

より黒ゴマの方がやや大きかった。血漿、肝臓のトコフェDールは－Ｅ群及びゴマ群で低値となり、r－トコフ

ェロールはゴマ群のみに検出され、高い値を示した。r－トコフェロール量は血漿にくらべ肝臓でかなり低かっ

た。ゴマ油ではゴマ種子と同様に、Ｅ欠による過酸化脂質上昇を抑制する効果が認められた。ゴマ油の種類によ

って効果に差はみられなかったが血漿r－トコフェロール量は純正ゴマ油＞未脱臭油＞ゴマサラダ油の順に多か

った。ゴマ油摂取群の血漿中にはゴマ種子摂取群にはみられないPeakが認められた。

C 112 イカ油の高脂'血症抑制作用

　　　　名古屋女大家政　　　Ｏ辻原　命子　　青木　みか　　谷　由美子

　　目的　イカ油はスルメ製造時の副産物として産生されるがコレステロール(Choi)を

　2.5駕含むため、従来Choiを生合成しない甲殻類の飼料に添加して利用されている。　しかし

　一般魚油と同様にEPA(C20:5)およびDHA(C22:6)を多く含むため血小板凝集の抑制や抗高脂

　血症作用をもつ可能性も考えられる。今回、イカ油を飼料に5 ％添加した場合、血清及び

　肝組織の脂質にどのような影響を及ぼすかを検討することを目的として本研究を行った。

　　方法　５週齢のSD系雄ラット24匹を４群に分け、飼料組成(X)は糖質54 (a－ポテトスタ

　ーチとショ糖を2:1　に混合)、カゼイン20、ミネラル混合４、ビタミン混合I、Chol.l、コ

　ール酸NaO.25、脂肪20としたが、脂肪はラード20の群をＬ群、その5%をイカ油に置換した

　群をＬＦ群、コーンオイル20の群をＣ群、その51をイカ油に置換した群をC F群とし、６

　週齢から８週齢まで試験食を投与した。飼育終了後、血清Choi、HDL-C、中性脂肪(TG)、

　総脂質(TL)、リン脂質(PL)、過酸化脂質(LPO)、血清たん白質及びA/G比を臨床検査法に

　基づいて測定し､肝組織はFolchの液で抽出した後､重量法でTL、比色法でT-Chol､TGを測定。

　結果　飼育終了時の体重と体脂肪はLF 今L〉CF〉C群の順となったが群間有意差を認めず、

飼料効率はイカ油添加でやや上昇した。血清T-Chol.PL. TL､LPO､TG.動脈硬化指数などＬ群、

Ｃ群ともイカ油添加により低下したが、肝組織のTL､T-Chol､TGはＣ群がL群より低く、イ

カ油添加でＬ群は低下したかＣ群では上昇の傾向を示した。血清たん白質、アルブミン、

A/G比はL〉LF群(pく0. 01)となったがＣとC F群間には有意差を認めなかった。

以上の結果、イカ油の添加により血清Choi､TGが低下し脂質組成のよくなることを認めた。


